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新
美
南
吉
記
念
館
は
、

今
年
の
六
月
に
開
館

二
十
五
年
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
、
空
調
機
器
の
全

面
更
新
と
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
（
写
真
①
・
②
）
を
行
い
、

十
一
月
十
二
日
（
月
）
か
ら

十
二
月
二
十
一
日
（
金
）
に
か

け
て
、
記
念
館
は
臨
時
休
館
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
館
中
は
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の
施

設
改
修
に
よ
っ
て
、
環
境
や
資

料
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
今

ま
で
よ
り
も
快
適
に
館
内
を
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
開
催
中
の
企
画
展
「
南

吉
の
中
学
生
日
記
」（
詳
細
は

三
頁
）
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
一

度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
な
っ
た
の
は
施
設
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
社

会
の
今
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

が
担
う
役
割
は
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

新
美
南
吉
記
念
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
か
ね
て
よ
り
「
見

づ
ら
い
」
と
い
っ
た
声
や
、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
改
修
工
事

に
合
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
全
体
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
行
い

ま
し
た
（
写
真
③
）。

　

デ
ザ
イ
ン
の
刷
新
・
機
能
の

拡
充
と
と
も
に
、
古
く
な
っ
て

い
た
ペ
ー
ジ
内
容
の
更
新
を
し

て
い
ま
す
。
記
念
館
へ
来
館
を

お
考
え
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
南

吉
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う

方
に
も
役
立
つ
ペ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
で
館
内
設
備
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
修
が
終
わ
り
ま
し

た
。
二
〇
一
九
年
は
、
記
念
館

敷
地
内
に
あ
る
童
話
の
森
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
童
話

の
森
は
、
南
吉
の
代
表
作
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
の
舞
台
と
な
っ
た

場
所
で
、
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
経
年
劣
化
で

歩
き
づ
ら
い
場
所
が
増
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を

機
に
補
修
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
の
節
目
を
迎
え
る
本
年

も
、
ま
す
ま
す
南
吉
と
南
吉
文

学
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①

②③
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第
30
回
新
美
南
吉
童
話
賞
に

は
一
九
四
七
編
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
二
十
編
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
小
林
貴

弘
さ
ん
作
「
交
換
日
記
」
は
、

七
歳
の
時
か
ら
交
換
日
記
を
続

け
て
き
た
、
二
人
の
お
ば
あ
さ

ん
の
お
話
で
す
。
つ
い
に
書
く

こ
と
も
な
く
な
っ
た
二
人
は
、

ふ
と
し
た
思
い
付
き
で
一
日
ず

つ
交
換
日
記
を
読
み
返
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
す
。
す
る
と
、

日
付
を
遡
っ
て
行
く
う
ち
に
二

人
の
体
は
だ
ん
だ
ん
軽
く
な
っ

て
い
き
︙
︙
。
ア
イ
デ
ィ
ア
の

面
白
さ
と
、
心
温
ま
る
や
り
取

り
が
、
と
て
も
印
象
に
残
る
作

品
で
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門
大

賞
に
入
選
し
た
、
高
木
美
月
さ

ん
作
「
風
花
」
は
、南
吉
の
「
の

ら
犬
」
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
た
作

品
で
す
。
小
学
一
年
生
の
は
な

ち
ゃ
ん
は
、
学
区
の
境
に
家
が

あ
る
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
以
外

に
学
校
へ
一
緒
に
行
く
お
友
達

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。あ
る
日
、

学
校
に
つ
い
て
き
た
ク
ロ
ネ
コ

の
後
を
追
い
か
け
る
と
、
晴
れ

て
い
る
の
に
ひ
ら
ひ
ら
と
雪
が

降
っ
て
き
て
︙
︙
。
巧
み
な
風

景
描
写
で
浮
か
び
上
が
る
冬
の

一
日
が
、
タ
イ
ト
ル
、
ス
ト
ー

リ
ー
と
相
ま
っ
て
、
綺
麗
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
作
品
で
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
そ
の
ほ
か

の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　

＊

自
由
創
作
部
門

【
一
般
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
〉

「
も
ん
き
ち
ょ
う
」

モ
リ
バ
ラ
カ（
東
京
都
調
布
市
）

〈
半
田
市
長
賞
〉

「
歩
く
影
」

池い
け
べ部

恵え

り

な
里
奈（
大
阪
府
大
阪
市
）

▽
特
別
賞

〈
ミ
ツ
カ
ン
賞
〉

「
か
か
し
と
流
れ
星
」

ご
と
う
あ
や
こ

　
　
　
　
　
（
長
野
県
長
野
市
）

〈
知
多
信
用
金
庫
賞
〉

「
さ
め
な
い
湯
た
ん
ぽ
」

山や
ま
だ田
や
よ
い（
東
京
都
町
田
市
）

〈
中
部
電
力
株
式
会
社
賞
〉

「
お
な
か
の
ブ
タ
」

桐き
り
た
に谷
あ
き
ひ
こ

（
長
野
県
北
佐
久
郡
御
代
田
町
）

▽
佳
作

「
コ
ケ
ッ
ト
の
、
大
き
く
な
っ

た
ら
何
に
な
る
？
」

の
む
ら
き
み
こ

　
　
　
　
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

「
交
換
日
記
」
／
小こ

ば
や
し林

貴た
か
ひ
ろ弘

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　︵東
京
都
東
久
留
米
市
︶

　

着
想
の
面
白
さ
と
新
し
さ
が
際
立
つ
作
品
で
し
た
。
一
日
ず
つ
日
記
を
逆

の
ぼ
り
、
過
去
の
で
き
事
に
各
々
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
で
交
換
す
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
は
秀
逸
で
す
。
工
夫
し
だ
い
で
は
、
も
っ
と
も
っ
と
面
白
く
、

も
っ
と
も
っ
と
ハ
ー
ト
フ
ル
な
物
語
に
な
り
そ
う
で
す
。
作
品
の
可
能
性
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
最
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。（
富
安
陽
子
）

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

　

大
賞
（
半
田
市
教
育
委
員
会
賞
）

「
風
花
」
／
高た

か

木ぎ

美み

月つ
き

さ
ん
︵
愛
知
県
半
田
市
︶

　

今
回
の
作
品
は
以
前
の
受
賞
作
と
は
異
な
り
主
人
公
の
日
常
を
描
い
た
リ

ア
リ
ズ
ム
作
品
で
す
が
、
物
語
の
構
成
も
巧
み
で
情
景
描
写
も
美
し
く
、
読

み
終
え
て
、
タ
イ
ト
ル
の
意
味
が
ス
ト
ン
と
胸
に
落
ち
る
の
は
さ
す
が
で
し

た
。
年
々
成
長
す
る
作
者
と
広
が
っ
て
い
く
物
語
の
世
界
を
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
富
安
陽
子
）

○
審
査
員
選
評

○
審
査
員
選
評

新美南吉童話賞入賞者発表第30回
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【
中
学
生
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
公
益
社
団
法
人

　
　
　半
田
青
年
会
議
所
賞
〉

「
博
士
と
ぼ
く
の
夢
」

毛も
う
り利
幸さ

ち

（
愛
知
県
半
田
市
）

▽
特
別
賞

〈
半
田
信
用
金
庫
賞
〉

「
奇
跡
の
金
魚
」

竹た
け
し
た下
真ま

お央
（
愛
知
県
知
多
市
）

▽
佳
作

「
ハ
リ
さ
ん
の
針
」

加か
と
う藤

千ち
は
る晴

　
　
（
愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
）

「
奇
跡
」

横よ
こ
い
り
ょ
う

井
稜
（
愛
知
県
半
田
市
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
審
査
員
奨
励
賞
〉

「
虫
ず
も
う
」

荒あ
ら
か
わ川
惟こ

れ
た
か孝
（
愛
知
県
半
田
市
）

▽
佳
作

「
出
会
い
と
別
れ
、
そ
し
て
出

会
い
」

遠え
ん
ど
う藤
良り

ょ
う
す
け介

　
　
（
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
）

「
雨
の
日
の
音
楽
会
」

高た
か
ぎ木
美み

つ
き月
（
愛
知
県
半
田
市
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
中
日
新
聞
社
賞
〉

「
ふ
し
ぎ
な
キ
ノ
コ
さ
い
ば
い
」

中な
か
む
ら村
心こ

こ
み美
（
愛
知
県
安
城
市
）

▽
佳
作

「
ヘ
ビ
の
レ
ミ
」

神み

こ

だ
子
田
桜さ

ら良

　
　
　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

「
ザ
ニ
ガ
ニ
く
ん
の
大
ぼ
う
け
ん
」

近こ
ん
ど
う藤
悠ゆ

う
ま慎
（
愛
知
県
半
田
市
）

　
　
　

＊

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
議
会
議
長
賞
〉

「
さ
が
し
も
の
」

佐さ

の野
由ゆ

み

こ
美
子（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

▽
特
別
賞

〈
新
美
南
吉
顕
彰
会
賞
〉

「
巣
離
れ
」

中な
か
や
ま山 
忍し

の
ぶ（
滋
賀
県
大
津
市
）

　
　
　

＊

　

今
回
は
、
南
吉
の
ふ
る
さ
と

半
田
市
内
の
小
中
学
生
が
活
躍

す
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
新
美

南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門
の
大
賞

を
二
年
連
続
で
受
賞
し
た
、
小

学
四
年
生
の
高
木
さ
ん
を
始

め
、
自
由
創
作
部
門
・
小
中
学

生
の
部
で
も
、
五
つ
の
賞
に
市

内
の
子
ど
も
た
ち
が
入
賞
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
内
に

限
ら
ず
小
中
学
生
か
ら
の
応
募

自
体
も
、
前
回
に
比
べ
大
き
く

伸
び
ま
し
た
。
こ
の
熱
気
が
、

次
回
以
降
に
も
続
い
て
い
く
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

入
選
し
た
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
授
賞
式
は
二

月
二
十
三
日
（
土
）
開
催
で
す
。

　

平
成
三
十
年
、
愛
知
県
立
半

田
高
等
学
校
は
、
愛
知
県
立
第

七
中
学
校
の
創
立
か
ら
数
え
て

百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
明
治

か
ら
大
正
期
に
愛
知
県
下
に
八

校
設
立
さ
れ
た
伝
統
あ
る
ナ
ン

バ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
つ
で
あ
っ

た
第
七
中
学
校
は
、
大
正
十
一

年
、
半
田
中
学
校
に
改
称
。
同

十
五
年
、
新
美
南
吉
は
こ
の
旧

制
中
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
こ

の
頃
の
校
舎
の
う
ち
、
唯
一
、

武
道
場
（
現
七
中
記
念
館
）
が

現
存
し
て
お
り
、
創
立
百
周
年

を
記
念
し
て
建
物
の
耐
震
補
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
吉
は
こ
の
半
田
中
学
校
で

五
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
南

吉
の
中
学
時
代
に
つ
い
て
は
、

主
な
資
料
と
し
て
『
昭
和
四
年

自
由
日
記
』が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

中
学
三
年
生
だ
っ
た
昭
和
四
年

一
月
か
ら
中
学
四
年
生
の
十
二

月
末
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
書
き
こ
ま

れ
た
日
記
で
す
。
こ
の
日
記
に

は
、
恋
や
進
路
の
悩
み
な
ど
当

時
の
南
吉
の
赤
裸
々
な
想
い

や
、
中
学
の
友
人
た
ち
と
、
と

き
に
は
成
績
を
競
い
合
い
、
と

き
に
は
執
筆
し
た
文
学
作
品
を

見
せ
合
い
な
が
ら
過
ご
し
た
学

生
生
活
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
二
年
生
か
ら
創
作
を
始

め
、卒
業
し
た
年
に
代
表
作「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
を
書
い
た
南
吉
。

早
熟
な
文
学
少
年
の
中
学
生
活

と
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
本
展
で
は
、
日
記
を

中
心
資
料
と
し
て
中
学
時
代
の

南
吉
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

＊

　

企
画
展
の
会
期
は
、
二
月

十
七
日
（
日
）
ま
で
。
半
田
高

等
学
校
が
所
蔵
す
る
旧
制
中
学

時
代
の
資
料
や
、
東
浦
町
中
央

図
書
館
が
所
蔵
す
る
久
米
常
民

宛
て
書
簡
（
南
吉
直
筆
）
な
ど

も
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク
も
開
催
い
た
し
ま
す

（
詳
細
は
四
頁
へ
）。

　

展
示
構
成

①　

半
田
高
等
学
校
（
半
田
中
学
校
に
入
学
・
武
道
場
）　

②　

学
校
生
活
（
片
想
い
・
弁
論
大
会
・
創
作
活
動
）

③　

進
路
と
卒
業

④　

柊
会
の
著
名
人
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ト
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
鉛
筆
、

カ
ッ
タ
ー

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

１
月
26
日
（
土
）
９

時
30
分
か
ら
電
話
又
は
窓
口
へ

平
成
30
年
度
文
学
講
座

第
１
回　

２
月
17
日
（
日
）

南
吉
の
中
学
生
日
記
を
読
む

　

南
吉
の
中
学
生
時
代
の
日
記

に
は
、
学
生
生
活
の
様
子
や
文

学
へ
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
企
画
展
の
内
容
を
よ
り
掘

り
下
げ
て
、
日
記
の
特
徴
や
楽

し
み
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

時
間　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

記
念
館
会
議
室

講
師　

記
念
館
学
芸
員

受
講
料　

無
料

申
込
み　

１
月
27
日
（
日
）
９

時
30
分
か
ら
電
話
又
は
窓
口
へ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

学
芸
員
が
開
催
中
の
企
画
展

「
南
吉
の
中
学
生
日
記
」を
解
説
。

日
時　

１
月
13
日
（
日
）、
25

日
（
金
）、
２
月
２
日
（
土
）、

16
日
（
土
）

／
13
時
30
分
～
14
時

榊
原
澄す
み
こ香

ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
展

　

南
吉
童
話
を
題
材
に
ペ
ー

パ
ー
ア
ー
ト
作
品
を
制
作
さ
れ

て
い
る
、
榊
原
澄
香
さ
ん
の
作

品
展
で
す
。

会
期　

２
月
23
日
（
土
）
～

　
　
　

４
月
21
日
（
日
）

場
所　

記
念
館
常
設
展
示
室

※
ど
ち
ら
も
観
覧
料
（
高
校
生

以
上
２
１
０
円
）
が
必
要
で
す

【
関
連
行
事
】

ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
教
室

　

榊
原
澄
香
さ
ん
を
講
師
に
、

南
吉
の
童
話「
げ
た
に
ば
け
る
」

を
半
立
体
の
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト

に
し
て
作
り
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

記
念
館
工
作
室

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
（
大

人
の
み
の
参
加
も
可
）

定
員　

15
名
（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ

第
２
回　

３
月
３
日
（
日
）

南
吉
童
話
の
闇
と
光

～
南
吉
が
描
こ
う
と
し
た
も
の
～

　

南
吉
童
話
に
は
、
孤
独
と
エ

ゴ
と
い
う
人
間
に
つ
い
て
の
二

つ
の
真
実
を
知
る
体
験
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
闇

と
、
誰
で
も
美
し
く
生
き
ら
れ

る
光
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

時
間　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

記
念
館
会
議
室

講
師　

記
念
館
学
芸
員

受
講
料　

無
料

申
込
み　

２
月
９
日
（
土
）
９

時
30
分
か
ら
電
話
又
は
窓
口
へ

第
３
回　

３
月
17
日
（
日
）

南
吉
文
学
散
歩

～
大
野
・
小こ

す
が
や

鈴
谷
・
河
和
～

　「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」

の
舞
台
に
な
っ
た
大
野
。
弟
益

吉
が
勤
め
た
醸
造
会
社
が
あ
る

小
鈴
谷
。代
用
教
員
と
し
て「
か

り
そ
め
の
仕
合
わ
せ
」
を
味

わ
っ
た
河
和
。
知
多
半
島
の
南

吉
ゆ
か
り
の
地
を
バ
ス
で
訪
ね

る
文
学
散
歩
で
す
。

時
間　

９
時
30
分
～
16
時

定
員　

33
名

行
程　

海
音
寺
→
恩
波
楼
→
大

野
の
古
い
町
並
み
→
盛
田
味
の

▲Ｂ５サイズ

十
月
（
神
無
月
）

▼
１
日　

半
田
市
地
区
路
線
バ

ス
「
ご
ん
く
る
」
が
運
行
開
始

▼
同
日　

板
山
小
学
校
で
出
前

授
業
。
54
名
参
加
▼
２
日　

有

脇
小
学
校
で
出
前
授
業
。
25
名

参
加
▼
３
日　

乙
川
小
学
校
で

出
前
授
業
。
83
名
参
加
▼
４
日

「
ご
ん
の
誕
生
日
」。
84
名
参
加

▼
同
日　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
。
22
名
参
加
▼
同
日　
「
ご

ん
の
秋
ま
つ
り
」
終
了
。
期

間
中
来
場
者
数
１
１
４
０
０
０

人
（
入
館
者
数
１
０
０
２
２

人
）
▼
同
日　

岩
滑
小
学
校
で

出
前
授
業
。
72
名
参
加
▼
５
日

乙
川
東
小
学
校
で
出
前
授
業
。

83
名
参
加
▼
７
日　
「
赤
い
鳥

朗
読
会
」。
52
名
参
加
▼
14
日

第
30
回
新
美
南
吉
童
話
賞
一
次

審
査
会
▼
16
日　

花
園
小
学
校

で
出
前
授
業
。
１
３
２
名
参
加

▼
17
日　

雁
宿
小
学
校
で
出
前

授
業
。
66
名
参
加
▼
18
日　

半

田
小
学
校
で
出
前
授
業
。
69
名

参
加
▼
21
日　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
。
６
名
参
加
▼
27
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
マ
イ
あ

さ
ラ
ジ
オ
」
が
当
館
学
芸
員
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
放
送
▼
28

日　

特
別
展
「『
赤
い
鳥
』
が

く
れ
た
も
の
～
新
美
南
吉
・
夢

と
出
会
い
～
」
終
了
。
会
期
中

来
館
者
数
２
５
９
１
３
人
▼
同

日　

第
１
５
９
回
新
美
南
吉
読

書
会
。
20
名
参
加

十
一
月
（
霜
月
）

▼
１
日　

第
30
回
新
美
南
吉
童

話
賞
最
終
審
査
会
▼
３
日　

企

画
展
「
南
吉
の
中
学
生
日
記
」

始
ま
る
（
～
２
月
17
日
）
▼
同

日　

Ｊ
Ｃ
竹
灯
篭
展
示
会
。
於

記
念
館
会
議
室
▼
12
日　

空
調

機
器
全
面
更
新
及
び
照
明
改
修

工
事
に
伴
う
臨
時
休
館
（
～
12

月
21
日
）
▼
14
日　

宮
池
小
学

校
で
出
前
授
業
。
１
２
０
名
参

加
▼
17
日　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
稲

刈
り
▼
25
日　

第
１
６
０
回
新

美
南
吉
読
書
会
。
17
名
参
加
。

於
岩
滑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
▼
同
日　

語
人
サ
ヤ
佳

「
語
り
の
会
」
で
、
当
館
学
芸

員
が
『
赤
い
鳥
』
と
南
吉
に
つ

い
て
解
説
。
於
豊
田
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー

館
（
昼
食
・
味
噌
蔵
見
学
）
→

河
和
港
→
南
吉
が
通
勤
で
登
っ

た
坂
道
→
河
和
小
学
校

ガ
イ
ド　

記
念
館
学
芸
員

参
加
費　

９
０
０
円（
昼
食
代
）

申
込
み　

２
月
９
日
（
土
）
９

時
30
分
か
ら
電
話
又
は
窓
口
へ

※
集
合
・
解
散
場
所
は
半
田
市

役
所
職
員
駐
車
場
で
す
。

日
誌
抄
‥
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︿
１
月
の
休
館
日
﹀

１
日
（
火
・
祝
）～
3
日
（
木
）

7
日
（
月
）、
8
日
（
火
）

15
日
（
火
）、
21
日
（
月
）

28
日
（
月
）

※
14
日
（
月
）
は
祝
日
の
た
め

開
館
い
た
し
ま
す
。

︿
2
月
の
休
館
日
﹀

4
日
（
月
）、
12
日
（
火
）

13
日
（
水
）、
18
日
（
月
）

25
日
（
月
）

※
11
日
（
月
）
は
祝
日
の
た
め

開
館
い
た
し
ま
す
。

 ︿
訃
報
﹀

　

11
月
21
日
に
巽
聖
歌
長
女
の

中
川
や
よ
ひ
さ
ん
、
12
月
３
日

に
作
曲
家
の
大
中
恩
さ
ん
と
、

立
て
続
け
に
新
美
南
吉
ゆ
か
り

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

や
よ
ひ
さ
ん
は
、
父
聖
歌
の

意
思
を
継
ぎ
、
新
美
南
吉
生
誕

百
年
事
業
を
始
め
、
こ
れ
ま
で

当
館
の
活
動
に
対
し
様
々
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
中

さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
半
田
青

年
会
議
所
の
委
嘱
で
南
吉
の
詩

「
貝
殻
」
を
作
曲
。
平
成
28
年

の
貝
殻
忌
で
は
半
田
を
訪
れ
、

参
加
者
の
前
で
自
ら
指
揮
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

3 月 21 日（木・祝）／ 10:00 ～ 12:00

講師　末盛  千枝子 氏

【講師プロフィール】　1941 年、岩手県出身の彫刻家・舟越保武の長女として
東京に生まれる。慶應義塾大学卒。絵本出版の世界で編集者として活躍し、数々
の賞を授与される。ʼ88 年に「すえもりブックス」を設立。まど・みちおの詩
を皇后美智子様が選・英訳された『どうぶつたち』や、美智子様のニューデリー
での講演録『橋をかける』などを出版する。2002 年～ ʼ06 年、国際児童図書
評議会 (IBBY) の国際理事を務める。ʼ10 年に岩手県へ移住し、下半身不随の長
男と暮らしながら編集・講演・執筆活動を行う。移住翌年に東日本大震災に遭い、

「3.11 絵本プロジェクトいわて」を立ち上げ、被災地の子どもたちに絵本を届
ける活動にあたる。著書に『人生に大切なことはすべて絵本から教わった１・２』

（現代企画室）、『ことばのともしび』（新教育出版）など多数。

　今年の講演会は、絵本編集者として活躍し、皇后美智子様とも親交の深い、末盛千枝子さんを講師にお
招きします。皇后様から童話「でんでんむしのかなしみ」について聞いた話、巽聖歌との出会い、大切に
している石井桃子さんの言葉など、編集者として、母として平坦ではない人生を歩んでこられた末盛さん
が、生きていくうえで児童文学から学ばれたことについてお話しくださいます。

■ところ／雁宿ホール講堂（半田市福祉文化会館）
　　　　　半田市雁宿町 1-22-1（名鉄知多半田駅徒歩 5 分）
■入場料／無　料
■申込み／不　要　※整理券もありません
■問合せ／新美南吉顕彰会事務局
　　　　　（新美南吉記念館　℡ 0569-26-4888）
■主　催／新美南吉顕彰会・半田市教育委員会

貝殻忌講演会
（第32回新美南吉顕彰講演会）

「人生に大切なことはすべて絵本から教わった」
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　半田市教育委員会が開催している半田市新美南吉読書感想画コンクール（事務局　半田市立図書館）に
は、今年も多くの応募がありました。このコンクールは市内の小中学生が南吉作品を読んだ感想を絵に描
くというもので、審査に小中学校の教諭をはじめ、当館館長も加わっています。
　今年は 2214 点の応募作の中から 113 点が選ばれました。ここでは半田市長賞、半田市教育委員会賞、
新美南吉記念館賞、半田市立図書館賞、優秀賞（５点）を受賞した 9 点の作品をご紹介します。

〈新美南吉記念館では 1 月 5 日（土）から 2 月 3 日（日）まで、佳作 77 点をのぞく受賞作品を展示します〉

●半田市長賞
「ありがとう」

〈ごんぎつね〉

長
な が し ま

嶋　心
み さ き

咲（亀崎小学校 5 年）

●半田市教育委員会賞
「本当は優しい侍」

〈あめ玉〉

原
は ら

　菜
な つ き

月（亀崎小学校 4 年）

●新美南吉記念館賞
「皆の為に」

〈牛をつないだ椿の木〉

久
ひ さ だ

田　妃
ひ な の

奈乃（乙川中学校 3 年）

●優秀賞
「にぎやかなきのまつり」

〈木の祭〉

小
こ い け

池　陽
は る の

乃（半田小学校 1 年）

●優秀賞
「かにのとこや」

〈かにのしょうばい〉

杉
す ぎ う ら

浦　邑
ゆ う

（花園小学校 2 年）

●優秀賞
「喜びで泣く盗人」
〈花のき村と盗人たち〉

百
も も た

田　七
な な み

海（板山小学校 6 年）

●半田市立図書館賞
「巳之助さんの決心」
〈おじいさんのランプ〉

本
ほ ん ご う

郷　翼
つばさ

（宮池小学校 3 年）

●優秀賞
「かなしみの中のでんでんむし」

〈でんでんむしのかなしみ〉

取
と り か え

替　琉
り ゅ う き

城（成岩中学校 1 年）

●優秀賞
「輝くときの中で」

〈くまのこ他一編 去年の木〉

田
た な か

中　萌
も え

詠（乙川中学校 2 年）

平成30年度半田市新美南吉読書感想画コンクール受賞作品


